
本会議のオンラインでの一般質問について　Ｑ＆Ａ

No. 問 答

●オンラインで一般質問を実施した場合は欠席扱いか。
●本会議の一般質問をオンラインで実施した議員に
　ついては、現に議場にいないため、欠席扱いとなる。
（令和５年２月７日付の総務省通知）

●代表質問もオンラインの対象とすることが可能か。

●代表質問は質疑とは異なり、一般質問同様に法の
　定めがないため、自治体での整理に基づいて可能で
　あるが、まずは一般質問からオンラインの対象とす
　る。

●議事録には残るのか。
●００番議員（オンライン質問議員）（氏名）という
　表記で残る。

１

【解説】
・本会議には欠席となるため、地方自治法第116条に基づき、表決及びその前提となる質疑や討論についてもオンラインで行うことはできない。
・欠席議員が、自治体の事務全般について市の見解をただす趣旨での「質問」として行われる発言については、その形式に係る法律の定めがない。
・本会議を欠席した議員がオンラインによる方法で一般質問の実施を行うかについては、各自治体の判断となり、会議規則等を整備することで
　実施が可能となる。（総務省確認済）

【参考】
　登別市　　　　　　⇒　欠席扱い
　茨城県つくば市　　⇒　欠席扱い
　茨城県取手市　　　⇒　欠席扱い

【解説】
・質問は会派を代表して行う代表質問、議員個人で行う一般質問、突発的な出来事などが発生した場合に行う緊急質問があり、会議規則で
　定めているのは一般質問と緊急質問のみ。
・代表質問において、質問者が欠席となった場合は、議運の決定を得たうえで同じ会派の方が質問を行うことが可能。

【参考】
　登別市　　　　　⇒　代表質問を行っていない
　茨城県つくば市　⇒　代表質問も可能
　茨城県取手市　　⇒　代表質問を行っていない

２

【参考】
　登別市　　　　　⇒　名前の後に「オンライン質問」と明記
　茨城県つくば市　⇒　オンライン質問等の明記はしない
　茨城県取手市　　⇒　議事録本文には表記せず、出欠議員の記載に「オンライン発言議員」等の表記を追加する予定

３

資料４



●オンラインで一般質問を行った内容は有効か。
●発言の事実として議事録に残ることとなるため
　発言内容は有効である。

●オンライン質問議員は質問時間以外もオンラインで
　つながっている状態か。

●質問時間のみオンラインで接続

●オンラインで質問を行う議員が動議を行うことは可能か。 ●欠席扱いのため、定足数に含まれず不可能。

●本会議に出席している議員が、オンラインで質問を行う
　議員に動議をかけることは可能か。

●現に議場にいる議員が、定足数に含まれている所定の
　人数の賛成者の同意を得て動議をかけることは、オン
　ラインで参加している議員の発言についても可能。

●オンラインで質問を行う議員が議事進行に関する動議を
　行うことは可能か。

●欠席扱いのため、定足数に含まれず不可能。

４ 【参考】
　登別市　　　　　⇒　有効
　茨城県つくば市　⇒　有効
　茨城県取手市　　⇒　有効

５ 【参考】
　登別市　　　　　⇒　質問時間のみオンラインで接続している
　茨城県つくば市　⇒　質問時間のみオンラインで接続している
　茨城県取手市　　⇒　質問時間のみオンラインで接続している

【参考】
　登別市　　　　　⇒　不可
　茨城県つくば市　⇒　不可
　茨城県取手市　　⇒　不可

６

【参考】
　登別市　　　　　⇒　可能
　茨城県つくば市　⇒　可能
　茨城県取手市　　⇒　可能

７

８ 【参考】
　登別市　　　　　⇒　不可
　茨城県つくば市　⇒　不可
　茨城県取手市　　⇒　不可



●オンラインで質問を行う議員が議事進行に関する発言を
　行うことは可能か。

●議事進行に関する発言は、議長に対する発言であり、
　動議と異なり成立という観念がないため、他に賛成者が
　ある必要がなく、議決の対象にもならないことから可能。

●オンラインで質問を行う議員は会議規則等で規定している
　動議などの賛成者の人数に含まれるか。

●欠席扱いで定足数に含まれないため、賛成者には
　含まれない

９
【参考】
　登別市　　　　　⇒　可能
　茨城県つくば市　⇒　不可
　茨城県取手市　　⇒　可能

10
【参考】
　登別市　　　　　⇒　含まれない
　茨城県つくば市　⇒　含まれない
　茨城県取手市　　⇒　含まれない


